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【研究の背景・目的】 

植物や動物は“自然免疫系”と総称される高度に
発達した細胞ベースの防御システムを進化させ、非
自己であるウイルス、細菌、カビ、線虫など多種多
様な病原体由来の物質を感知し、身を守っている。
これに対し病原体は、様々な低分子化合物やタンパ
ク質を宿主細胞内に多数注入することにより、この
自然免疫系を抑制し感染の確立を狙う。病害抵抗性
を示す植物は、このような物質を分解することで感
染力を弱め、あるいは特定の病原性蛋白質を認識す
ることで、さらに強い防御反応（感染部位のプログ
ラム細胞死や抗菌物質の蓄積、加水分解酵素の分泌
等）を誘導できる。また、初期感染の情報は他器官
へと伝えられ、二次感染に備える“全身獲得抵抗性”
と呼ばれる免疫システムが存在する。これらの複雑
な免疫機能に関与する多くの因子が明らかになって
きているものの、それぞれの因子が必ずしも生化学
的な機能として繋がってはおらず、植物免疫システ
ムは依然として不明な部分が多い。また、この植物
免疫システムを凌駕するために多種多様に進化した
病原体は、ユニークな攻撃戦略を確立しているはず
だが、その理解はごく一部に限られている。 
本研究では植物免疫機構を司る重要タンパク質お

よびその複合体の同定と、その構造決定を通して、
植物がいかに身を守っているかの全容を解明するこ
とを主目的とする。本研究室において同定された活
性酸素発生酵素複合体、キナーゼ複合体、ユビキチ
ンリガーゼ複合体を軸に、それらの構成因子を高感
度質量分析器等を用いて同定し、その複合体の構造
機能解析を実施する。また変異体解析やオミックス
解析を用いて、新規免疫関連因子を同定する。さら
に病原体のデノボゲノム解析および機能解析等から
病原性因子を同定し、その植物ターゲットを同定す
ることで、病原性獲得の本質を理解する。 
 

【研究の方法】 
本研究では植物免疫における重要タンパク質、お

よびその複合体の同定、そしてその構造決定をし、
植物免疫システムの分子メカニズムを解明すること
を主目的とする。最重要ターゲットとしては過酸化
水素のセンサー候補とその複合体、その下流因子の
同定とその遺伝学的・生化学的機能解析により、レ
ドックスシグナルの本質的な理解を目標とする。さ
らに免疫レセプター複合体、ユビキチンキナーゼ複
合体、オキシダーゼ複合体、スーパーオキシドディ
スムターゼ複合体等、申請者の研究室において単離

された生化学的機能の不明なものを中心にその機能
の関連性を理解し、伝達系を理解する。また、病原
体の多様性から病原体因子を同定するため、これま
でに本研究室で確立した解析法を用いて、各種病原
体のゲノム・トランスクリプトームをおこない、病
原体解析の分子解析基盤確立を推進する。 

 
【期待される成果と意義】 

植物免疫の研究分野では、主に遺伝学的な研究か
ら、病原体レセプター・センサーが単離されてきた。
しかしながら、多種多様な病原体からの防御を考え
るに、単離されたレセプター・センサーの数は非常
に少ないといえる。また、それらレセプター・セン
サーからのシグナルが、その下流にある細胞内、そ
して細胞外でのシグナル伝達系に集約されるはずだ
が、いまだに多くが不明である。このシグナル伝達
系で鍵を握ることが長い間示唆されてきたレドック
スシグナルの本質を理解することで、植物免疫を理
解し、動物の免疫システムとの共通性や特異性を明
らかにすることができる。これまで予想されなかっ
たタイプのシグナル伝達のあり方を提示できる可能
性を示唆しており、得られる生物学的意義は大きい。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成２９年度－３３年度 156,100 千円 

   
【ホームページ等】 

http://plantimmunity.riken.jp/index_ja.html 


